
●豚熱抗体を獲得維持させる
●ウイルスを農場・豚舎に持ち込まない
・農場周辺の環境を整備（防護柵の点検と修繕、定期的な除草）

  ・豚舎の衛生管理を徹底（特に離乳舎・分娩舎）
更衣と長靴の履き替え
ネズミ等の小動物が入る隙間を塞ぐ等の定期的な点検と修復

 ・消毒の徹底
             消毒液の定期的な交換及び適切な濃度の保持

 衣服及び長靴の消毒は汚れを落としてから実施
 消石灰等で定期的に消毒（農場外縁部・畜舎周辺）

・豚導入時の隔離及び健康観察

静岡県の養豚場で豚熱発生、
選択的殺処分始まる（国内１０５例目）

中央家保第３４号-１０
令和８年７月６日

岐阜県中央家畜保健衛生所
電話番号：０５８－２０１－０５３０
時間外・夜間・休日は０９０－７０２４－５２６９

異状があれば直ちに家畜保健衛生所に連絡をお願いします。

家畜衛生情報

【概要】
所在地  ： 静岡県富士宮市
飼養状況 ： 約１，２００頭(一貫）
経緯  ： ７月３日、県の立入検査の際、豚熱を疑う事例を認めた

飼養豚のPCR検査で陽性確認
豚熱の疑いが生じたため、農研機構動物衛生研究部門で
精密検査を実施した結果、７月４日に豚熱の患畜である
ことが判明。

防疫措置の状況：
・７月４日18時～防疫措置（拡散状況確認検査）開始
・拡散状況確認検査を基に国と協議し、選択的殺処分の範囲決定
＜殺処分範囲＞ 肥育豚、子豚等 約1,000頭

・７月５日19時～殺処分開始

農場を守るために

特にワクチン未接種豚、接種後抗体が十分に上がっていない豚がいる豚

舎については、上記を徹底し、バイオセキュリティレベルをあげましょう！

農林水産省HP、静岡県HPより
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